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一般質問

超高齢社会に向けて
     有効的な取り組みを
「必要に応じて協議し検討する」

石川 清明  議員

高
齢
者
支
援

火災も見守ります
健康相談もできます

電話相談先

緊急通報	


見守り情報	


配信サービス	


（希望者のみ）	


救急情報登録	


ライフリズム監視	


最近体調が

いまいちなの。

千葉市高齢者緊急通報システム

ご高齢者ご本人
ご家族の方

ガードマンがかけつけます

必要に応じ警察/消防に通報

生活リズムを見守るための

センサーをお部屋に設置し、

その状態をご家族にメール

でお知らせします。

定期的に見守られる方の動

作の有無をお知らせする

「定期連絡」と、設定した

時間内に見守られる方の動

作を感知できない時のみお

知らせする「異常通知」の

2種類から選べます。

おやすみの際には見守りを

停止しますので、ご本人に

はライフリズムキー（裏面

参照）で就寝操作、起床操

作をしていただきます。

キーを抜く＝就寝

キーを差す＝起床

緊急ボタンを押すとガード

マンがかけつけます。

警報受信時は25分以内の

到着を目処に行動します。

トイレの扉が２４時間開かな

いとガードマンがかけつけま

す。トイレの扉にセンサーを

設置出来ない場合は、トイレ

付近に空間センサーを設置し

ます。

警報受信時は25分以内の到

着を目処に行動します。

持病やお医者様の情報を

救急隊にお伝えします。

どうなさいましたか？

 火災センサー（熱） 

住宅用火災警報器のため、火災の時は音でお知らせします

ガードマンがご自宅の鍵

をお預かりするので、も

しもの時も安心です。

道
路
冠
水
や
床
上
浸
水
の

被
害
が
発
生
す
る
。
抜
本

的
な
対
策
を
望
む
。

上
下
水
道
部
長　
こ
れ
ま

で
も
対
策
を
講
じ
て
き
た

が
、
来
年
度
は
笹
目
東
小

学
校
の
校
庭
地
下
に
、
雨

水
を
浸
透
さ
せ
流
出
を
抑

制
す
る
１
千
立
方
メ
ー
ト

ル
程
度
の
雨
水
浸
透
施
設

の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

っ
て
い
る
。
優
秀
な
人

材
が
経
済
的
理
由
で
大

学
に
進
学
で
き
な
け
れ

ば
本
人
も
不
幸
で
あ

り
、
国
や
戸
田
市
に
と

っ
て
も
大
き
な
損
失
に

な
る
。
本
市
の
奨
学
金

の
利
用
状
況
は
年
々
下

が
っ
て
い
る
。
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
、
平
成

20
年
度
以
前
の
よ
う
に

半
額
返
済
に
で
き
な
い

か
。

教
育
部
長　
利
用
者
が

増
え
、
選
考
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た

め
、
20
年
度
に
全
額
返

済
に
し
た
。
ま
た
半
額
返

済
に
す
れ
ば
、
利
用
者
が

増
え
す
ぎ
る
の
で
、
で
き

な
い
。

議
員　
市
の
奨
学
金
で
は

学
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き

な
い
。
他
の
奨
学
金
と
併

用
す
れ
ば
返
済
額
が
膨
ら

み
、
利
用
し
づ
ら
い
。
授

業
料
に
見
合
っ
た
貸
付
額

に
増
額
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
行
っ
て
い
る
の

で
、
難
し
い
。

議
員　

学

校
施
設
が

か
な
り
腐

食
が
進
ん

で
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
調
査
・

点
検
と
補
修
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
る
か
。

教
育
部
長　
各
学
校
で
月

に
１
度
、
点
検
を
行
い
、

不
具
合
が
あ
る
と
き
は
教

育
委
員
会
に
連
絡
し
、
調

査
や
点
検
を
行
い
、
危
険

が
伴
う
場
所
は
優
先
的
に

処
理
し
て
い
る
。

学校施設の補修は
　　　　　　迅速に
「調査・点検を行い対応する」

望月 久晴 議員

教
育
格
差
解
消

議
員　
喜
沢
中
学
校
の
防

音
壁
の
土
台
部
分
が
腐
食

し
て
お
り
、
早
急
に
補
修

が
必
要
と
思
う
が
。

教
育
部
長　
調
査
し
て
わ

か
っ
て
い
る
の
で
、
対
応

し
た
い
。

議
員　
貧
困
の
連
鎖
が
社

会
的
に
大
き
な
問
題
に
な

▶
腐
食
し
て
い
る
喜
沢
中
学
校
の

　

防
音
壁
土
台
部
分

議
員　

近

年
、
い
じ

め
や
不
登

校
な
ど
子

供
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
は
年
々
複

雑
か
つ
深
刻
化
し
て
い

る
。
市
内
の
小
中
学
校
に

お
い
て
、
不
登
校
の
現
状

は
。

教
育
部
長　
小
中
学
校
合

わ
せ
て
、
ピ
ー
ク
時
は
平

成
20
年
度
に
１
３
１
人
。

23
年
度
88
人
、
24
年
度
１

０
０
人
、
25
年
度
91
人
と
、

ピ
ー
ク
時
と
比
較
す
る
と

減
少
傾
向
に
あ
る
。

議
員　

現
在
、
学
校
に
、

以
前
か
ら
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
て

い
る
が
、
配
置
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
市
内
全
中
学

校
に
１
人
ず
つ
配
置
。
全

６
校
の
う
ち
、
５
校
が
２

週
に
１
回
、
１
校
が
毎
週

１
回
の
勤
務
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
小
学
生

や
小
学
生
の
保
護
者
等
の

相
談
も
可
能
で
あ
る
。

議
員　

近

年
、｢

児

童
虐
待｣

の
痛
ま
し

い
事
件
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い

る
。
ど
ん
な
理
由
が
あ
る

に
せ
よ
、
虐
待
は
絶
対
に

し
て
は
な
ら
な
い
。｢

子

ど
も
虐
待
の
な
い
社
会｣

を
実
現
す
る
た
め
に
社
会

全
体
で
取
り
組
む
こ
と

が
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る

こ
と
に
な
る
。
多
く
の
人

に｢

周
知
と
啓
発｣

が
必

要
で
あ
る
。

虐
待
の
根
絶
に
は｢

未

然
防
止｣｢

早
期
発
見｣

｢
早
期
保
護｣

が
重
要
で

あ
る
。
本
市
の
虐
待
未
然

防
止
の
取
り
組
み
と
対
策

は
。ま

た
、
11
月
は｢

オ
レ

ン
ジ
リ
ボ
ン｣
運
動
推
進

月
間
。
全
国
で
児
童
虐
待

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
た
。
本
市
は

ど
う
か
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　

｢

要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会｣

を
設
置
し
、
各

関
係
機
関
と
連
携
し
、
要

保
護
児
童
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
や
適
切
な
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。
11
月

の
推
進
月
間
で
は
、
広
報

掲
載
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、

チ
ラ
シ
を
関
係
者
に
配
布

し
周
知
・
啓
発
を
行
っ
た
。

議
員　
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
」
運
動
の
輪
を
広
げ
る

集
中
的
な
広
報
・
啓
発
を

積
極
的
に
お
願
い
す
る
。

議
員　
笹
目
２
丁
目
地
域

は
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
り

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
配
置
を

「
他
市
町
村
の
取
り
組
み
を
参
考
に
検
討
す
る
」

三
輪 

な
お
子 

議
員

教育支援対策
※

◀
さ
わ
や
か
相
談
室

▶
笹
目
２
丁
目
、
根
木
橋
公
園(

右
側)

付
近
の
道
路
冠
水

「
児
童
虐
待
防
止
」に
向
け
た

　積
極
的
な
周
知・啓
発
を

「
今
後
も
未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

手
塚 

静
枝 

議
員

オレンジリボン

議
員　
①
教
育
相
談
員
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
、
ま
だ

ま
だ
充
足
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
不
登
校
の
原

因
は
家
庭
や
生
活
環
境
な

ど
、
小
学
生
時
代
か
ら
継

続
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
い
と
聞
く
。
小
学
校
の

教
育
相
談
を
充
実
さ
せ
る

意
味
か
ら
も
、
問
題
を
早

い
段
階
で
発
見
し
、
福
祉

関
係
者
に
つ
な
げ
て
い

く
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て

は
い
か
が
か
②
人
材
の
確

保
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　
①
心
の
面
だ

け
で
な
く
、
福
祉
の

専
門
家
に
よ
る
支
援

の
必
要
性
が
近
年
高

ま
っ
て
い
る
。
今
後
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
②
福
祉
の
専
門

家
や
学
校
関
係
者
Ｏ

Ｂ
な
ど
の
活
用
も
含

め
、
研
究
し
て
い
く
。

に
応
じ
た
職
業
紹
介
や
仲

介
、
職
業
相
談
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

戸
田
市
に
お
い
て
も
高
齢
者

就
労
の
総
合
的
な
窓
口
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
「
公
益
財
団
法

人
い
き
い
き
埼
玉
」
が
主

体
と
な
り
、
シ
ル
バ
ー
派

遣
事
業
及
び
有
料
職
業
紹

介
事
業
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
近
隣

市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
も
情
報
を
交
換
し
、

今
後
、
実
施
を
視
野
に
検

討
す
る
。

議
員　

一

人
暮
ら
し

高
齢
者
の

見
守
り
と

本
人
の
安

心
確
保
を
目
的
と
し
て
、

常
時
、
高
齢
者
を
見
守
る

新
し
い
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
。
セ
ン
サ
ー
を

併
用
し
て
、
緊
急
時
に
は

市
が
委
託
す
る
警
備
会
社

に
連
絡
が
入
り
、
近
隣
住

民
に
は
玄
関
先
の
赤
色
灯

で
知
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
戸
田
市
に
お
い

て
も
、
取
り
組
ん
で
み
て

は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　

見
直
し
の
時

期
で
あ
る
と
考
え
、
機
器
・

コ
ス
ト
・
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、

緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
見

直
し
を
検
討
す
る
。

議
員　

シ
ニ
ア
世
代
が
定

年
後
も
働
き
続
け
る
動
機

と
し
て
「
生
活
費
を
賄
う
た

め
」「
将
来
に
備
え
て
蓄
え

を
増
や
す
た
め
」
な
ど
、
経

済
的
な
理
由
が
多
い
そ
う

で
あ
る
。
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

▶
千
葉
市
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム(

提
供
：
千
葉
市
役
所
）

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

特
集 

議
会
を
知
っ
ｔｏ
ｃ
ｏ

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

特
集 

議
会
を
知
っ
ｔｏ
ｃ
ｏ

奨
学
金
は
半
額
返
済
に

笹
目
２
丁
目
の

抜
本
的
な
浸
水
対
策
を

※スクールソーシャルワーカー…いじめや暴力行為、不登校などを解決するため、教育の分野をはじめ社会福祉に関する専門的な知
識や技術を持っている者。


